
 

  

   

   

唐津市立成和小学校便り 
令和８年度 第 1 号 

令和８年 ４月 ８日 

文責 校長 坂口 博之 

 

 

 

令和８年度が始まりました！ 

 

 

 

 

 

始業式の校長の話より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

「ハート」   「パワー」   「チャレンジ」   
あたたかく、力強く、自分らしく、夢や目標にチャレンジする成和っ子の育成 
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 春は、新たな気持ちで新生活が始まる季節です。今年度、学校長を務めさせていただきます 坂口博之（さかぐち 

ひろゆき）と申します。どうぞよろしくお願いいたします。令和５年度、６年度の２年間は、教頭として務めさせていただ

いておりました。当時、運動会や交通パレードでの鼓笛、成和まつり等で児童の頑張る姿や保護者の方々にご協力

をいただいたことを思い出します。 

 ４月７日の赴任式では、体育館に入場すると、「あっ！」「えっ！」と児童がいろいろな反応や表情を見せていまし

た。その時に、「校長先生に戻ってきてもらってよかった！」と児童に思ってもらえるように頑張ろうと改めて思いまし

た。 

 成和小学校の令和８年度は、４月１０日の入学式で新１年生４５名を迎え、全校生徒２８４名でのスタートとなります。

職員一同、児童に寄り添い、共に学びながら豊かな学校生活を送ることができるよう努めて参ります。 

今年度も保護者の皆様、地域の皆様の本校教育へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

                       

 

 

 

 

 「思いやり、笑顔があふれる学校とは？」 

 成和小学校の目指す学校像は「思いやり、笑顔あふれる成和小」で、お互いの思いやりによって笑顔あふれる小学校を

目指すことを全校児童に伝えました。笑顔あふれる成和小学校にしていくためには、児童や職員一人一人が互いに思い

やり、自分らしく安心して生活できる学校にしていかなくてはなりません。そのために大切にしたいのが「思いやり」です。 

 ですから、次のような３つの思いやりのない言動は許さないことを伝えました。 

 ①言葉による暴力 … 「死ね」「消えろ」等の言葉をつかって大事な人の心を傷つけること 

 ②体による暴力 … なぐる、たたく、蹴る等大事な人の体を傷つけること 

 ③陰での悪口や仲間外し … LINE等の SNSでの書き込みや仲間外しをすること 

 逆に、進んでしてほしい「思いやり」についても児童に投げかけてみました。 

 ①礼儀正しい言葉づかい  ②あいさつ・返事  ③やさしい声かけ「大丈夫？」「一緒に遊ぼう！」  ④友達のよいとこ

ろを見つけること  ⑤手伝い、手助けをすること  ⑥相手の話を聴くこと、自分の気持ちを伝えること  ⑦話し合いで

解決すること 

 実行することが大事！ 

  １年間継続的な取組にしていくためには、実行できているかどうか、自分自身を振り返りながら進めていくことが大切で

すので、児童に目指す学校像や学校教育目標につながる４つの問いで振り返りアンケートを取りたいと考えています。 

 アンケートの項目は、次の４つを考えています。 

 ①将来の夢や目標を持っていますか。 

 ②目標に向かって粘り強く取り組むことができていますか。 

 ③自分のことが好きですか。 

 ④友達のよいところを見つけたり、困っている友達を助けたりしていますか。 

  

※学校経営プラン概要と本年度の重点を裏面に掲載しております。 

 



 

 

 

 

 

学校経営プラン概要と本年度の重点 

Web サイト:  連絡先:  メール アドレス:  

https://www.education.

saga.jp/hp/seiwa-e/  

0955-75-0174  seiwa-e@education.saga.jp  

 

学校経営プラン概要         思いやり、つながり、児童理解 

●学校経営ビジョン（目指す学校像） 

 「おもいやり、笑顔あふれる成和小」  

→ 児童や教師一人一人が互いに思いやり、自分らしく安心できる居場所がある学校 

●学校教育目標 

「ハート」「パワー」「チャレンジ」  

  あたたかく、力強く、自分らしく、夢や目標にチャレンジする成和っ子の育成 

 ○「ハート」 徳 → 生徒指導部・特別活動部 「パワー」体 → 保健体育部  

「チャレンジ」知 → 学習研究部 

 ○「地域・家庭との連携（つながり）」  「児童理解・個に応じた支援」 

「学校・地域の特色を活かした教育活動」 
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